
水力の偉大さや発電の仕組みなどを楽しく学べる出色のテーマパーク
～埼玉県立「川の博物館」を訪ねる～

そばで見ると、まさに見上げるような迫力の「日本一の大水車」

　

こ
の
夏
、
埼
玉
県
寄
居
町
に
あ
る
埼

玉
県
立
「
川
の
博
物
館
（
以
下
、
か
わ

は
く
）」
に
行
っ
た
。「
か
わ
は
く
」
は

１
９
９
８
（
平
成
９
）
年
８
月
、秩
父
・

長
瀞
に
も
近
い
荒
川
上
流
部
の
す
ぐ
横

に
建
て
ら
れ
た
施
設
で
、
山
地
と
河
川

だ
ら
け
の
日
本
列
島
で
暮
ら
し
て
き
た

日
本
人
と
河
川
の
関
係
を
、
大
づ
か
み

に
感
じ
取
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
施
設
と

し
て
人
気
が
あ
る
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
荒
川
は
、埼
玉
県
・

山
梨
県
・
長
野
県
の
３
県
に
ま
た
が
る

甲
武
信
岳
を
水
源
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
広
大
な
秩
父
山
地
か
ら
流
れ
来
る
水

を
集
め
つ
つ
、
秩
父
盆
地
を
縦
断
。
寄

居
町
で
関
東
平
野
に
出
る
と
、熊
谷
市
、

川
越
市
、
戸
田
市
な
ど
を
貫
流
し
、
新

岩
淵
水
門
（
東
京
都
北
区
）
で
隅
田
川

が
分
流
す
る
が
、
本
流
は
そ
の
ま
ま
江

東
区
と
江
戸
川
区
の
境
を
な
し
つ
つ
、

最
後
は
東
京
湾
に
注
ぐ
。

　

荒
川
の
流
路
延
長
は
１
７
３
㎞
、
流

域
面
積
は
２
９
４
０
㎢
、
さ
ら
に
埼
玉

県
鴻
巣
市
・
吉
見
町
を
隔
て
る
御
成
橋

付
近
で
、
最
大
川
幅
２
５
３
７
ｍ
と
な

る
が
、こ
の
川
幅
は
日
本
一
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
有
数
の
長
大
か
つ

広
大
な
規
模
を
誇
る
荒
川
の
治
水
事
業

は
、
利
根
川
の
そ
れ
と
と
も
に
、
徳
川

家
康
が
幕
府
を
江
戸
に
構
築
す
る
以
前

か
ら
の
、大
き
な
問
題
だ
っ
た
。
半
面
、

そ
の
膨
大
な
水
量
が
も
た
ら
す
恩
恵
も

計
り
知
れ
ず
、
関
東
の
人
々
は
古
来
、

荒
川
に
悩
ま
さ
れ
つ
つ
利
用
し
つ
く
し

て
き
た
と
も
い
え
る
。

　

写
真
の
大
き
な
水
車
は「
か
わ
は
く
」

の
目
玉
施
設
の
一
つ
だ
。
直
径
24
・
２

ｍ
は
日
本
最
大
。
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

強
さ
や
、
水
力
を
利
用
し
て
生
き
て
き

た
日
本
人
の
暮
ら
し
を
端
的
に
見
せ
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
よ
う
だ
。
大
水
車

の
隣
に
は
水
車
小
屋
２
棟
が
復
元
さ

れ
、
農
業
や
発
電
に
水
車
が
利
用
さ
れ

て
き
た
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
も
そ
も
水
力
発
電
は
水
流
に
よ
り

回
転
す
る
水
車
の
動
力
を
タ
ー
ビ
ン
に

置
き
換
え
、米
を
脱
穀
す
る
仕
組
み
を
、

発
電
機
に
転
換
し
た
も
の
で
、
水
車
は

ま
さ
に
水
力
発
電
の
母
と
も
い
え
る
。

　

電
力
関
係
の
博
物
館
は
全
国
各
地
に

あ
る
が
、
そ
ん
な
素
朴
な
電
力
の
祖
型

と
仕
組
み
を
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
と
い

う
意
味
で
、「
か
わ
は
く
」
は
と
り
わ

け
素
晴
ら
し
い
施
設
だ
。（
砂
耳
）
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